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九大演織（Bull．KyuslluU涙Ⅴ．For．），66：ト18，1992  

九州山地における落葉広葉樹≡次林の発達に関する研究  

閣階層構造と齢構成【  

汰 木 達 郎＊。酔  夢 夫＊  

（1991年11月27日受理）   

DevelopmentofaSecondaryDeciduousBroad－leavedForest  
intheCentralMountainousDistrictofKyushu：Stratification  

andAgeComposition  

Taturo YuRUKI＊and Takao SETSU＊  
（忍♂Cめβ♂jⅥ）〃ビガ菅ゐβブ′2ろJβ9プ）  

抄  録  

82年以前になんらかの繚乱があった後に成立したと推定される落葉広葉樹二次林の発  

達を階層構造，樹機構威，齢構成，直径成長琴の衝から解明した．   

この林分は階層鱗遺的には明らかに高木層∴飯高木胤低木層に一基分することができた．  

樹木の年齢は高年齢域と低年齢域にそれぞれの分布の圭一ぃが認められた．高木層を構成する  

樹木ほ高年齢域に衆申していた．山方重商木・低木層の樹木の年齢は個体により，また樹  

様によりかなりの差が認められたが，その分布の山は低い年齢域にあった．これは東商木・  

低木層に比較的若い年齢でi滑芽更新を行っている個体が多いことによると考えられた．麗  

後順位の変励は高木層の構成木がかなり早い時期から上位を占めていることを示し，この  

林分はミズナラからクリヘ主林木が移行する過程にあったことを推測させた．  

1． は じ め に  

九州山地ではこの30年間自然林の伐採が急速に進み，その多くはスギ，ヒノキの針葉樹  

林に転換されてきている．しかし伐採が奥地の南海抜地へ進むにしたがって，山地崩壊，  

土石流の発生など深刻な環境問題が多発し，あらためて広葉樹林の存在が見直され，その  

環境林としての保全に関心が高まってきている．しかし木材資源としての広葉樹林の積極  

的な活用という立場からは単なる保全ではなく，保全と利用とを両立させる必要がある．  

そのためには広葉樹林の更新技術の開発が不可欠になってくる．これまで日本においては  

広賽樹林の更新はもっばら天然更新によってきている．しかもその天然更新といっても従  

来行われてきたのは単なる放置施策にすぎず，人為的な補助作業を必要とする不良更新林  
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分が多く見受けられる．しかも現状では補助作業の基礎となる資料はきわめて少なく，こ  

れらの問題に対応するには不十分であるといわざるを得ない．したがって今後積極的に広  

葉樹林の天然更新を進めるためには，種々の二次林の成立過程の解明から得られる資料の  

詔横が必要不可欠であると考えられる．この様な観点からこれまで広葉樹二次林について  

調査を行ってきているが（辞，1990）（汰木，1967），ここではクリ，ミズナラを主とする  

落葉広葉樹二次林についてその階層構造，樹種構成，齢構成，審径成長の面から発達プロ  

セスを明らかにすることを試みた．  

2． 調査林分および調査方法  

調査林分は九州大学宮崎演習林24林班の落葉広葉樹二次林である（緯度32抄22′53′′N；  

経度：131㊥10′44′′E；海抜高：1050m；暖かさの指数：80m．d∴地形：北向き斜面の下  

部；傾斜角：188；基碧：砂岩・貫岩・粘板岩；土壌塑：Bd）．1990年10月に30×30mの  

プロットを設定した．プロット内の胸高直径1cm以上の全樹木について樹嵩，胸高護径を  

測定し，各個体の樹幹位置と樹冠投影図を作成した．次に全個体を地際で伐採し，伐採商  

における円板を採取し，年齢と5年毎の直径を測定した．さらに9本について樹幹解析を  

行った．また確認できる限り，枯損木についても根元直径と位置をしらペた．  

3． 結  果  

3．1階層構造と樹種構成   

調査プロット内に出現した全個体を樹種別にその樹高階別および胸高直径階別本数を示  

したのが衆1，2であり，それらを頻度分布図で示したのが図1，2である．樹高階別頻度  

分布図は明らかに樹高15m以上と8m以下の領域に個体の銘申を示し，林分の層化がか  

なり進んでいることがわかる．このことからこの林分は3つの階層に，すなわち樹高14m  

以上の高木層（39個体），8～14mの重商木屑（28個体），8m以下の低木層（118個体）  

に層化されると判断された．   

樹機別にみると高木層はほとんどクリ，ミズナラ（39個体のうち35個体）で，低木層は  

シロモジ（118個体のうち40個体）で占められている．胸高寓径の分布でも20cm以上の  

個体の大部分（36個体のうち33個体）をクリ，ミズナラが占めている．衆3は階層別の出  

現種とその優占性を示したものである．   

プロット内に26櫻の樹木が出現しているが，萌芽他の樹種の存在のため個体（株）数185  

にたいして樹幹数が267ときわめて多いのが特徴的である．胸高断面積，被度，相対優占  

値等からも高木層ではクリとミズナラが優占し，重商本腰ではリョウブとアオハダが，低  

木層ではシロモジが優占していることがわかる．高木層が全胸高断面積の78．7％を占めて  

いるが，重商木層は構成個体数が少ないため軋8％と，低木層10j％とほぼ同じ倦を示  

している．草本層には1．5～2．5mのスズタケが13本／m2の稗密度で分布していた．この地  

域は下層幡生としてスズタケが密生しているのが通例であるがこのプロット内のスズタケ  

の密度はかなり低いものであった．なお稚樹や他の草本の輝はばとんど認められなかっ  

た．   
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衆1樹種別樹商船別本数  
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衆2 樹種別胸高直径階別本数  
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衆3 階層別出現種とその健毒性  
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プロット内の個体の分布とお曲線を階層別に示したのが図3である．高木のお曲線は  

均等分布であることを示し，プロット内に偏在する亜高木は集中分布，低木はランダム分  

布であることを明らかにしている．  
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Fig．3 Distributiondiagramand〟岬CurVe・  
図3 個体分布と〟曲線   
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図4は階層別の樹冠投影図である．園3の結果からも予想されるが，高木層の樹冠はほ  

ぼプロット全面を覆い被覆率78％である．車高木層の被覆率は24％とかなり小さく，し  

かもプロットの一部に偏っている．低木層は全面に分布しその被蓼率も41％と東商木屑に  

比べてもかなり高い．山般に落葉広葉樹林内の林内照度は常緑広葉樹林や針葉樹林内のそ  

れに比べ高いが，この林分の低木層の個体数が多く，しかもその樹冠被覆寧もかなり大で  

あるのは落葉広葉樹林であることと，東商木屑はもちろん高木層の樹冠被覆率も比絞的低  

いことのためと考えられる．  

lol代rlayeI・（co＼7erage：41％）  midlayer（covel・昭e：24％）  ul）PerlayeI、（covel、哨e：78％）  

Fjg．4 Crowr】prOjection diagl－am・  

図4 樹冠投影図  

3．2 齢構成   

衆4に樹種別齢階別個体数を示す．年輪を中心部まで判読できたのは170個体であった．  

なお多幹本については胸高直径最大幹の年輪数をもってその個体の樹齢とした．最高樹齢  

は82年であった．中心部分の年輪を欠いた空洞木もかなりみられたが，径級などからみて  

82年を超えるものはないと判断した．高木層は62～82年生の個体で，亜高木周は36～78  

年生の，低木層は4～78年生の個体でそれぞれ構成されていた．主要樹種でみるとクリと  

ミズナラは60～82年の範囲に集中するのに対し，アオハダは16～80年，リョウブは  

24～78年と広く分布した．また叡も個体数の多いシロモジは6～56年の範囲にほぼ均等に  

分布した．   

全個体の齢階別頻度分布を示したのが図5である．明らかにこの林分は高齢階域と低齢  

階域に分布の山が見られ高齢木爽団と低齢木集団からなっていることを示している．   

図6は全個体の樹齢と胸静直径（多幹木では敢大絆）との関係を示す．各層の樹齢幡は  

低木層＞重商木屑＞高木層の順になっているが，胸高濠径幅では高木闇＞低木層＞亜高木  

層の順になっている．すなわち高木層の年齢幅はもっとも小さいが，その胸高蔽径の幅は  

澱大であり，山方低木層の年齢幅は最大でしかもその大きさにもかなりの幅のあることを  

示している．   

ところでプロット内には倒伏あるいは立ち枯れ状態の個体が多数存在し，個体間に競合  

のあることを示している．衆5は樹種別の枯損木の本数と大きさをまとめたものである．  

先駆種と見られる樹種に枯摸木が多いのは当然と考えられるが，高木層の主林木であるミ   
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ズナラ，クリにも多数の枯損木が発生していることは個体間競合の厳しさをより鮮明に示  

しているものといえる．枯損木のうち倒伏木のほとんどは腐朽が進み年輪の級別が不可能  

なものが多く，年輪を数えることができたのは立ち枯れ個体（幹）に限られたが，衆6は  

それをまとめたものである．とくに立ち枯れ（幹）の多いシロモジについてみると樹齢40  

年前後で枯死するものが多いことが判る．  

衆4 樹種別齢階別本数  

Table4 NumberoftreesineacIltreeSPeCiesandageclass．  

Ane nrour, 

Species  0 51（う152（】2530354（〉4550556065707580  
E l l i l 要 ‡ l き ‡ l l 妻 I l ‡ F  
51015202530354り45505560657 758085 Years UIlreada！）‡e Total  

エオ才J（ね柑′rJわぁ〝（シロモジ）   

C転仏和レ反別毎机汀緑お（リ‡＝ツプ   

CおJ〟タiβ〟C柁7～〟如（クリ）  

◎服常馳；用判明血眈〝Ⅴ釘．g7℃ぶぶだぎピr・  
用如  （ミズナラ）  

JJαナナ7αr〝ゆ〟血（ア衰－ハダ）  

功一血明阿り馴血血如ノリウツギ）  

鞄油川如如血腑（シラキ）  

Jんばど柁㌢J〟血（イヌツゲ）  

摺ど和ざ伊～Ⅵ芳ごロ′プ）プ血ぶ〝（エゴノキ）  

八川沈届紺α扁仏悦 Val▲．由βが由  
（カマツカ）  

耶明野Sぬ如〟〟（ツカ）  

n呵壷削＝お血肋知捕（イヌシヂ）  

．1（汗ヾ／．イ？り∴／血J〃川  
（コハウチワカエデ）  

鳳将那薇＝赦桐油（ホオノキ〉  

跳血山都・∂ざざ〟（ミズメ）  

用涙り極刑血（アセビ〉  

l’J■プリ＝川川訂′互止J／J  
（ミヤマガマズミ）  

／Jん川／‘リブ川（／ハリご 〃㍍l，．ノー√／＝1・  
（ナンゴクミツバツツジ）   

m翫げ肌用＝川循鮎直言パノガマズミ）  

肪聯血触甜血ゆ血（タムシバ〉  

C〟ゆわプ∫∬血r抑）ナW（アカシア〉  

勘明兢肌岱明一γJ〝C♂〟  

（タンナサワフタギ）  

J／α♪ど〔如才7ビアrぁぶα（ソヨゴ）   

丑姑惰力壷丸井即如（ヤマウルシ）  

．－l＝／ノ〟／小〃h，．l■高〃川甘い  
（コシアプラ〉  

／／∴l∴ヾ．りりご∴′‘．・＼・；l】■．√．リ㍗．・J／∫（／．〃．ヾ  
（イヌウメをドキ）  
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衆5 枯  猥  本  

Table5 Dead trees．   

Numbel・Diameterat．groundlevel  
Species  

oftrees Max．  Mean  

103  18．4cr】1   4．3  

4S  7．4  4．6  

34  12．0  6．5  

埼め捌都勘物流融油＝ノリウツギ）  
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衆6 枯槻木の年輪  
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J．．／／〃り付   

エ．ノガわ∂α   
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3．3 多幹木の出現率とその齢構成   

一般に二次林を構成する樹木には多幹便のものが多く，とくに亜商・低木層を構成する  

樹木にその性質が著しいようである．褒7は著者の辞が調査した二次林（辞，1990）と本  

調査林分にみられた多幹性樹種の割合を比較したものである．林齢の驚い林分では出現樹  

種の60％以上に多絆性がみられ，林齢82の本調査林分でも26樹種のうち10樹種が多幹  

性であった．衆8は本調査林分の亜高・低木層の優占種とみなされる樹種について多幹木  

の出現割合を示している．このなかで低木層の優占種シロモジは，全40個体のうち21個  

体が2～7本（平均4本）の幹を株立たせている多幹木であり，その全幹数の76％が多幹  

木に由来していた．衆9は多幹木について個体内の齢構成を調べたものである．高木のク  

リ，ミズナラの多幹木は高齢で幹間の年齢差が小さく，それぞれの幹はほぼ同時期に発生  

していた．しかし多くの多幹木は穀高年齢は比較的低いが，幹間の年齢差は大きいことを  

示していた．とくにシロモジでその傾向が著しいようであった．図7はシロモジの全ての  

幹の齢と胸高凌径との関係を示している．単幹本には胸高麿径で5clⅥ，年齢で35年を超え  

るものがなく，これ以上の憶を示すのは全て多幹木の絆であった．また10年生以下の幹は  

すぺて多幹木由来のもので単絆木は存在しなかった．したがって単幹木の樹齢は10～35年  

であった．単幹木と多幹木を比較すると，年齢に対する胸高直径は多幹木の幹の方が単幹  

木より大きい傾向がみられた．多幹木の半数以上の基部に枯損した古幹の形跡があり，5個  

体は立ち枯れ状態の幹を1本ずつ含んでいた．立ち枯れ絆の年輪数は35～47の間にあり，  

胸高直径は最大7cmであった．  

嚢7 多幹性樹種の出現率  

Table7 Frequencyofmult卜stem species・  

9  21  26  52  82  Standz鳴e（years）  

11   15  42  14  10  

18  25  61  28  26  

61．11 甜．00  68．85  50．00 ：娼．46  

Numbel・Ofmultトstemspecies  

Tota】oftreespecies  

Percentage （％）  

褒8 扱高・低刺習における主賓樹種の多幹個体出現度  

Table8 FrequencyofmL11tトstemtreesinthedominantmidandlowertrees・  

9  21  26  52  B2  Sta11dage（years）  

301（80）12（10） 36（19） 35（22） 21（亭）  U ′ ′ ′   
Cね挽7Ⅵ∂β祓わ沼γね（リョウプ）  芸昌二岩芋転 昌§ニ5護 呂さニララ 数蘭 料悠  

∴∴・．∴・．  
主 

．‥． 

肋。タ℃乃〝ね（イヌツゲ）  
）））1 
6。 

撤＝削川柳励（アか＼ダ）  
） 

5。66 

Tllefigul・esinparenthesesil－dicatetl－entllTlberofmult卜ste－ⅥtreeS・   
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衆9 多幹木の齢構成  

Tabe9 Agestructureofmulti－Stemtl・eeS．  

Upper】aye】●  

G那加朋以仁〃倒据庇（クリ）  ①82，81   

如才で～‘Sプ”0聯／〆αVal∴g和ざぶβγ用由 
（ミズナラ）  ①79，77②77，73  

MidIayer   
C如か抒ぬ沌ぬ緋油（リョウプ） ①56，51②43，18③38，32   

撒㌃靴即妙戒＝アオノ＼ダ）  ①54，19②7S，9，5③66，64，12④78，45   
乃♂7℃ざ如閻方C叩りブ7あβぶ〝（エゴノキ〉 （計妬8，5，2  

Lowerlaさ7er   
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3．4 直径順位の変動   

根元直径に基づく個体順位と樹嵩との関係を見たのが図8である．  

200  0  40  80  120  160  

Diameter rank  

Fig．8 RelatiollSllipbetwee11dianleterra11ka】1dtreelleight．  

図8 直径儀位と樹高の関係  

高木層に区分される個体の避径順位は東商木・低木層の個体より明らかに上位にあるこ  

とを示しているが，東商木屑と低木層との境界は直径順位でははっきりしない．しかし直  

径順位と樹高成長との間に比較的商い相関関係のあることは明らかであり，このことは個  

体間の直径順位の変化を調べることによって林分の発達過程をたどることが可能であるこ  

とを示している（YuIモUK】・ARAGAM㍉1987）（YuRUKI・ARAGAMI，1988）．全185個体に  

ついて，現在を0年として過去5年ごとに根元直径の順位変動を調べた結果の山部が襲10  

である．なお群落成立から現在までの成立本数の推移は不明であるので，過去の順位は絶  

対順位ではなく，その時点における現存木間の相対的な順位を示している．調査時点で樹  

霜により高本腰に区分された39個体の高木のほとんどは早い時期に発生し，早い時期から  

直径でも上位を占めていることがわかる．すなわちこれら高木は全て55年前に上位55位  

内にランクされており，30年前以降そのほとんど（39個体の内38個体）は上位40位内に  

入ってきている．衆11は高木層，亜高木層，低木層の個体をそれぞれ調査時の順位で上位，  

中位，下位クラスに分け，各層の主要構成樹種の過去30年間の順位変動蕊をまとめたもの   
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衆10 高木層の順位変動  

TablelO FluctしIationsranlくillgOfupperlayertrees・  

14  

iモanlくing  
仙80 仙75  …70 …65 仙60 州55 叫50 加45 …射）…35 仙30 仙25 …20 …15 刷1（ト…5 001）  

10 10  2  2  2  2  2  2  2  2  1 1 1 1 1  

4  2  4  5  5  5  5  6  1 1  2  2  2  2  2  

11  4  5  4  4  4  4  7  7  7  7  6  6  4  3  

5  5 10 10 10  7  7  5  5  6  6  7  4  6  4  

34 3月 34 11 7  6  6  月  6  4  4  d  5  5  5  
24 11 11 1  6 10  1 1  4  5  5  5  7  3  6  

＊  6  6  6 1 1 10  9  9  9  3 ：与  3  7  7  
6 24 1 7 1111 9 川  3  3  9  8  8  8  8  
19  7  7 3月 15 14  3  3 10 10  8  9  9  9  9  
20 20 15 26 26  9 14 14 14 14 18  ま4 10 10 10  
26 19 26 15 14 26 1111 8  8 10 10 14 14＋：‖  
31 26 24  29 34  3 26  8 11 11 1（；11 11 11 12  
23 1 19 24 2Y 15 12 26 IZ 16 II 1G 12 12 13 

7  ＊ 12 14  9 12 15 12 16 12 12 12 16 13 14  

＊  23 20 27 24 29 29 29 26 26 26 13 13 16 15  

1 31 29 35 】2 34  8 16 15 15 15 15 15 15 16  
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3 rd 11 11 

4th   31  5  

5th  31  

6th  ＊  
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8t王1  36  

9tl1  26  

10tl1  6  

11tll  19  

12th  ＊  

13th  ＊  

14th  20  

15t王1  ＊  

1G Ih l  

17tl1  3  ＊  ＊  35 12 27 24 16 15 29 29 18 18 18 18 17  
18 Ih 

19 Lh 

20tl1  

21 st 

22 nd 

23i・d  

24tI1  

25 rh 

26抽  

27 th 

2S th  

29 th 

30 th 

31 st 

32n（！  

33 rd 

34 Ih 

35t主1  

36 th 

37＝1  

38抽  

39【h  

110 lh 

36 35 23  ＊  3 27 24 24 24 18 13 26 26 19 ユ8  
＊ 12 27 19 19  8 19 35 18 24 24 24 22 17 19  

＊  ＊  31 20 35 35 36 19 35 13 29 29 24 22 2（）  
18 36  ＊  31 ＊ 19 27 36 3（； 22 22 22 19 23  
35 14  ＊  23 31 ユ6 35 18 31 30 19 19 23 26 22  
14  29 14  ＊  28 36 34 31 23 31 23 23 17 24  23  

29  ＊  36 37 16  ＊  23 27 30 19  31 17 29 25 24  
12  ＊  ＊  3 20 23 31 23 19 23 17 25 25 20 25  
3 18 ユ8  9  8 31 ＊  34 28 35 30 27 28 27 26  
27 27  ＊  ＊  23 28 28 28 13  32 32 31 27 29 27  
38 28  ＊  36  ＊  20 18 30 22 36 27 28 30 28 28  
＊  ＊  28 28 37 37 22  ＊  27  28 25 30 31 30 29  
＊  3  3 18 36 18 20 22  ＊  27 28 32 32 21 30  
28 38 37  8  ＊  38 30 13 34 17 35 35 20 31 31  

＊  ＊  38 38 38  ＊  37 20 32 25 36 36 35 32 32  
＊  9  9 16 18  ＊  38 38 17  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  33  

8  8  ＊  ＊  22 17 37 25 34 37 20 3（； 33  ＊  
＊ 13  ＊ 13 30 13 17  20 37 33 33 33 35 34  
22  ＊ 13 22 25  ＊  25 37 20 20 37 34 34 35  
13 16 33  ＊ 13 33 32 38 34 3d 34 37 36 36  

＊  ＊  ＊  30 33 25 33 33 38 38 38 21 37 37  
＊  ＊  ＊  25 17  ＊  ＊  ＊  39  ＊  39 39 38 38  
16 25 25 33  ＊  32  ＊  39  ＊  39  ＊  ＊  39 39  

仙80仙75‥・山5，YearsbeforecしItting；＊，MidandIowerlayertrees；Thefiguresindicatetlle明）peI・   
layerLl▲eenもlIⅥl）erS．  

である．高木層においてはクリは上，申，下億いずれのクラスにおいても順位を上げてい  

る個体が多い．血方ミズナラは各クラスとも順位を下げている個体が多い．亜高木層を構  

成する個体は2S本と少ないが，リョウブに順位を上げている個体が多い．なお下位クラス  

のミズメが十37と順位を上げているのが目立つ．低木層ではノリウツギが順位を上げて上  

位クラスを優占している．シロモジは中，下位クラスを憾点しているが，順位を下げてい  

る個体が多く，しかもその下げ隔が大きい．またツガ2個体はいずれもー38，…55と順位を  

下げている．低木層の大部分は樹齢が若いためランクされる時期は遅いが，亜高・低木他  

の樹機で早い時期に発生して林分全体で上位にランクされた個体も，時間の経過と共に順  

位を下げている．これは群落の発達による階層化の結果を示していると習える．   
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4． 考  察  

調査林分周辺の自然林をみると，斜面中腹から上郡にかけてはブナを主とした林分が，  

尾根筋にはモミ・ツガの林分が発達している．そのなかに比較的傾斜の緩やかな斜面にミ  

ズナラを主とした林分や，まれにクリを主とした林分がみられる．これらのミズナラ，ク  

リの林は径級が比較的揃っていることなどから判断して，撹乱によって出現した二次林と  

考えられている．この地域の自然林が伐採等の撹乱を受けた跡に再生する二次林の樹種構  

成については汰木（1967），醇（1990）が調べており，高木性の樹種としてミズナラ，クリ  

などの落葉広葉樹のみが出現している林分から落葉広葉樹にモミなどの針葉樹を混在する  

林分までかなり相遥のあることを，また重商木，低木他のリョウブ，シロモジは，どの林  

分にもかなりの優占度で出現していることを認めている．この調査林分の敢高齢木の樹齢  

が82年であることと，高木層構成種の樹齢が62～82年の間に集中することから，この調  

査林分は82年以前に強い撹乱を受けていると推測できる．1910年代の初期までこの調査  

林分から約1lくmの地点で鋼が採掘されており，当時坑木や製炭用のために周辺の森林が  

伐採されたことほ十分に考えられる．またこの附近は以前焼畑が盛んに行われた地域でも  

あり，その日的のために伐採されたことも考えられる．いずれにしても82年以前になんら  

かの伐採の辛が入ったと考えて間遠いないようである．   

調査林分の高木層の主要樹種はミズナラとクリであるが，最近30年間の肥大成長の順位  

変動からみてミズナラとクリの地位が交代してクリが優位に立ちつつあったと考えられ  

る．   

亜高木層の主構成種のリョウブとアオハダとでは，その直径分布，樹齢分布に違いが認  

められる．両者を比較するとアオハダは胸高直径で大きい傾向があり，樹齢分布幡は広く  

70～80年に山があり，二次林形成の初期に出現し，早い時期は上層樹冠を形成したと考え  

られる．一方リョウブの樹齢は35～60年に分布の山があり，アオハダに比べ発生の時期が  

遅れているように見えるが，萌芽性があり現存の粋が二次萌芽絆である可能性を否定でき  

ないこと，また調査地周辺二次林の先駆種としてリョウブが優占する場合が多いことなど  

から，この林分においても初期から出現していたと考えて差し支えないようである．シラ  

キ，イヌツゲ等は樹齢35～45年のものが多い．低木のシロモジは6～56年の間に幅広く均  

等に分布している．シロモジは幹の基部や露出した根系からの萌芽を行い，一つの株に多  

数の幹を存立させる多幹個体が多いのが特徴である．また一つの株の申では高齢の幹の枯  

死と萌芽の発生という世代交代が行われており，多幹個体を構成する幹の樹齢にはかなり  

のばらつきがみられる．調査林分の全個体の樹齢分布をみると明らかに高い齢階と低い齢  

階にそれぞれ分布の山が認められる．高木層の樹木ば高い齢階域に分布し，山方低木層の  

樹木は低い齢階域に分布している．亜高木層の樹木は両方の分布域にまたがっている．齢  

構成に二つの大きな山があるということは林分発達の途中での何らかの授乳の存在をも想  

定させるが，この場合は萌芽更新による多幹木の存在が関与しているのではないかと考え  

られる．多絆木の多いリョウブは亜南本層の，シロモジは低木層の主構成樹種であるが，  

いずれもその多幹木に枯損幹も多く発生している．このことは幹の寿命が比較的短いこと，  

その世代交代が萌芽によって行われていることを示唆している．とくにシロモジの萌芽幹   
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の年齢構成にこの萌芽更新の特徴がよく現れている．低木層のかなりの個体がこのような  

更新期閣の短い萌芽更新をおこなっているため，低い齢階域に樹齢分布のもう一つの山が  

形成される結果になっていると考えられる．したがって2つの分布の山の存在は林分発達  

途中の撹乱によるものではなく，林分を構成する樹木の特性に由来するものであると判断  

するのが妥当と考えられる．  

以上の結果から，この林分には撹乱後の早い時期からクリ，ミズナラ，リョウブ，シロ  

モジなど現存の大部分の樹種が出現し，林分の発達とともに階層化が進み次第にクリ・ミ  

ズナラが南本層を，萌芽性の高いリョウブ・シロモジが重商・低木層を傑占するようにな  

り，この地域に山般的に見られる二次林の1タイプであるクリ・ミズナラを主林木とする  

林へと発達したと判断される．さらに調査時点では高木層の主林木がミズナラからクリへ  

移行する過程にあったと推定される．  

5． ま  と  め  

落葉広葉樹二次林の成立過程を樹櫻，階層構造，齢構成，漆径成長の蘭からしらべ，以  

下の結果を得た．  

1．階層構造的には高木層，飯高木屑，低木層の区分は明瞭であり，高木層はクリ，ミ  

ズナラが，東商剰習はリョウブとアオハダが，低木層はシロモジがそれぞれ優占していた．  

高木層樹冠の被覆率は比較的低く，そのことが低木層の個体数を多くし，樹冠被覆率を高  

めにしていた．   

2．齢構成で見ると高木層の個体は高年齢の62～82年に集中していたが，亜高木層は  

36～78年生，とくに低木層は4～78年生と幅広い年齢域の個体で構成され，亜高・低木層  

の個体にも早い時期に発生したものがかなりみられた．全個体の樹齢は高い齢階域と低い  

齢階域に分布の山をもったが，低齢階域の分布の山は低木層を構成する個体の萌芽更新に  

よる低齢化によると考えられた．   

3．直径順位の変動から，高木層のクリ，ミズナラは早い時期に発生し，上位を占める  

こと，現時点ではクリの順位は上昇傾向に，山方ミズナラは下降傾向にあることが明らか  

になった．重商・低木性の個体で早い時期に発生したものに一時期林分で上位を占めるも  

のも見られたが，時間の経過とともにいずれも順位を下げていた．   

4．これらの結果から，この林分は82年以前に何等かの撹乱を受けた後に発達した二次  

林であり，この地域で一般的に見られる二次林の1形態であるミズナラ・クリを主林木と  

する林への発達過程にあったが，ミズナラとクリの地位は交代しクリが優位に立ちつつあ  

ったと推定された．   
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Summary 

111 this paper, we have attemped to  clarify the development of a deciduous broad-leaved forest fro111 

the vie\vpoiilt of stratification, age cornpostion and diameter growth. 

The forests surseyed were clearly stratified into threc layers ; upper layer ( h =  tree height> l41ii), 

inid layer (14>h>8ni) and lower layer (h<8m). The upper layer was do~ninated by kuri (Casta?tc.a 

crenatn S. et Z.) and mizuiiara (Qi/el,c~a mo7zgolicn var. grossese~wla Rehd. ct  Wils.) trees, the mid layer 

by ryobu (C/etlzm barbinerub S. et  2.) and aohada ( I l u  crenatu Thunb.) trees, and the lower layer by 

shiromoji (Lilzderu t~l'lobu Bl.) trees. The low crown coverage of the upper layers caused the lower 

layer trees to increase in density and crown coverage. The  ages of the upper layer trees, the mid layer 

trees and the lower layer trees were 62 Lo 82, 36 to 78 and 4 to 78 years, respectively. The initial 

appearaiice of i~idividual trees was concentrated during a period about 80 years ago. From these 

findings, the surveyed forest has beell identified a s  a secondary deciduous broad-leaved forest that 

liad developed in the gaps or openings in the forest. The frequelicy distributio~i pealrs for tree ages 

were found in both adva~iced and younger age groups. The  peal< in tile younger age group is presumed 

to be closely related to young it~dividuals of sprout origin. 

Judging froin changes ill diameter ranking, it was evident that kuri and ~nizunara trees ranked 

highly at  an early stage in the develop~nent of the community and became stable in the liigher ranks. 

Mizunara trees were dominant over lturi trees in diameter until recently, but now Ituri trees seenis to 

be dominant. Some of the niid and lower layer trees ranlted highly a t  ail early stage after gap 

lormation. But with the development of the community, their rank has gradually shilted to the 

medium and subordinate class. 




